
本レポートは情報の提供を目的としており、何らかの行動を喚起するものではありません。ここに示した意見は本レポート作成現在の筆者の意見を示すのみです。

データや数値の抽出範囲・基準は任意で設定している場合があります。データ・資料等については、数値等の誤りが含まれている可能性があります。本レポート

に基づき、お客様が投資のご判断をされた結果生じた損害・損失については当行は一切責任を負いません。投資や資金運用に関する最終決定は、お客様ご自身で

判断されるようお願い申し上げます。本レポートの全部または一部の無断コピー・転載はご遠慮頂きますようお願い申し上げます。 

 

 

お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 42,36 42,43 +0,07 43,76 -1,33

USD / BRL Spot BRL 2,2878 2,3144 +0,0266 2,2672 +0,0472

USD / JPY Spot JPY 96,90 98,20 +1,30 99,22 -1,02

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 50.299 50.601 +302 45.533 +5.068

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 179,0 177,0 -2,0 185,6 -8,6

Brazil 5yrs Gov. Bond % 11,15 11,35 +0,20 10,89 +0,46

DI Future Apr14（金利先物） % 9,12 9,23 +0,11 8,99 +0,24

3 Months US Dollar Libor % 0,265 0,264 -0,001 0,268 -0,004

CRB Index（国際商品指数） Index 288,2 288,1 -0,1 286,7 +1,4

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。
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　　マーケットサマリー
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Indicator Unit 8月12日

昨日のドルレアルスポット相場は良好な米経済指標から緩和策縮小観測が高まりドル高レアル安となる
展開でした。朝方は、前日からのインフレ懸念が燻ったままレアル安圧力が残ったため２．２９台前半の
レアル安水準から始まりました。その後も、米小売売上高が予想を上回る良好なものとなったため緩和策
縮小への思惑から２．３０台へドル高が進行し、そのまま２．３１手前までドルじり高推移となりました。介入
警戒感でもみ合う局面もありましたが、中銀からの動きはなかったため引けにかけてもドル高が続き、結局
２．３１台前半で引けています。

再び直近レアル安値圏での取引となりましたが中銀は介入を見送りました。米国要因があったことは確か
ですが、きっかけは中銀高官によるインフレ懸念示唆であり、先週のレアル押し上げ介入によるレアル高
への動きはほぼ帳消しになりました。中銀はインフレ抑制を最優先課題としているはずですが、インフレ
懸念を煽ってインフレの芽になり得るレアル安を招いてしまったのは皮肉です。ここまで中銀のレアル買い
介入によってレアル安進行のスピードが抑えられてきた面もあるので、目先は再びその介入姿勢を試す
動きとなりそうです。
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